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『３学期を迎えて』
２０２５年「巳年」、３学期がスタートしました。生徒たちが立てた新たな目標が達成でき

るように、教職員一同、支援・指導していきます。今学期も、よろしくお願いいたします。
ここで、始業式で各学年代表が発表した『３学期の抱負』の内容を掲載します。

１年１組 岩崎 みなみ
私が今年頑張りたいことは、３年生を送る会と部活動、勉強の３つです。
３年生を送る会では、全部が初めてだった私たちに学校生活のことを優しく教えてくれた

り、部活動の見本になってくれたりと、たくさんお世話になった３年生に感謝を最大限に伝
えられるようにしたいです。私は実行委員として学年を引っ張り、会を成功させられるよう
に頑張りたいです。
次に、部活動では、１年生大会やロビンカップなどで結果を残したいです。また、２年生

の先輩と活動できるのもあと少しなので、１回１回の練習を大切にするとともに、新しい１
年生のお手本になれるように頑張りたいです。
最後に勉強は、２学期よりさらに難しくなる勉強についていき、自分で満足のいく点数を

取れるように頑張りたいです。２学期のテストでは、目標に向けて努力した結果、点数を上
げることができました。努力は決して嘘をつかないので、何事にも全力で挑む１年にしたい
です。

２年４組 伴野 碧飛
みなさんは、将来やりたいことがありますか。僕は、大人になってもサッカーをしていき

たいと思っています。今はクラブチームでサッカーをしていますが、高校では、サッカーの
強いチームに行き、挑戦を続けていきたいと思っています。そのために、サッカーの実力が
大切ですが、１番大切なのは学力だと思っています。好きなことを続けていくために勉強も
頑張っていきたいです。
２年生の３学期は、３年生のゼロ学期と言われることもあるそうです。これからの生活が、

３年生に向かう上で大切な時期なのかなと思いました。そこで、今学期、僕が大切にしてい
きたいことは、「何事にもコツコツ継続すること」です。今の僕は、テスト前に計画を立て
るのですが、なかなか進めることができていません。そのため、苦手や不安に思っている教
科の復習ができず点数を伸ばすことができていません。そこで、僕はテスト期間ではなくて
も毎日どの教科でもいいからワークを１ページずつ進めて、テスト前に復習できる時間を増
やせるようにしたいです。進路決定の時期まで１年です。今から受験への意識を持ち、みん
なで頑張りましょう。そして、日々の何気ない出来事も学年全体で楽しんで過ごしていきま
しょう。

３年１組 神山 悠聖
年が明け、今日から３学期が始まります。私たち３年生にとって中学校生活最後の学期で

す。３学期には、受験や卒業式などが控えています。私は、３学期の目標として、自分がで
きる最大限の努力をするという目標を立てました。
受験が目前となり、合格できるのかと自問自答する日々が続き、私の心の奥底には常に不

安がありました。しかし、努力は報われるという言葉があります。この言葉は、私の心の支
えとなり、自分の中で最大限の努力をするという目標を導き出してくれた言葉です。自分の
人生を変えられるのは自分しかいないけれど、その人生を変えるのを支えてくれる人たちは
たくさんいると思います。私たちが受験を当たり前のようにできるのも、家族やたくさんの
先生方の力があってこそできることだと思います。私は、家族や先生方の協力があるからこ
そ受験に臨むことができるということを忘れず、感謝の気持ちをもって残り少ない３学期を
過ごしたいです。また、勉強だけではなく、生活面では、仲間と共に過ごすことができる期
間はあと３か月しかありません。仲間との思い出や関わりを大切にして、受験だけではなく、
中学校生活全てにおいて悔いの残らないようにしたいです。
卒業式では、これまで支えてくれた人たちへ、感謝の気持ちをもって、悔いが残らなかっ

たと思えるように卒業していきたいです。そのためにも、残り少ない期間に自分のできる精
一杯の努力をしていきたいです。将来、中学校生活で学ぶことのできた経験や知識を生かす
ために残り少ない中学校生活を、自分で決めた目標を胸に、今まで以上に力を注いで生活し
ていきたいと思います。


